
1.  

エコピーシーって何？ 

マエタ 

 

マエタのエコピーシーは秋田県リサイクル製品の認定商品です

エコピーシー認定商品のご紹介

■ 溶融スラグとは？ 
廃棄物やその焼却灰を 1200 度以上の 
高温で溶融し、水冷で砂状にしたもの 
です。ガラス質の固化物で、循環型社会 
構築の中で安全でクリーンな建設材料と 
して注目されています。 

■ 溶融スラグを利用したコンクリートの安全性は？ 

溶融スラグを利用したコンクリート製品を、当社ではエコピー 
シーと呼んでいます。 
エコピーシーは材料の安全性だけでなく、コンクリートの各種 
強度や耐久性についても性能が保証されています!! 
1. 重金属の溶出試験 

溶融スラグに係わる目標基準 
 
 
 
 

2. 化学成分の分析試験 
溶融スラグの化学成分の規定値 

 
 
 

 
※モルタルの膨張試験 

モルタルの配合は、水:セメント:細骨材＝1:2:2.25 とする。 
上記配合に、高性能減水剤を適宣添加しモルタルの流動性を図る。 

3. 砕砂としての物理試験 
溶融スラグ細骨材の試験項目及び規定値 

 
 
 
 
 
 
 

項 目 溶 出 基 準 試 験 結 果 の 例
カ ド ミ ウ ム 0 .0 1 　 　 　 　 　 m g / 以 　 下 ＜ 0 .0 0 1
鉛 0 .0 1 　 　 　 　 　 m g / 以 　 下 0 .0 0 5
六 価 ク ロ ム 0 .0 5 　 　 　 　 　 m g /  以 　 下 ＜ 0 .0 1
砒 素 0 .0 1 　 　 　 　 　 m g / 以 　 下 ＜ 0 .0 0 5
総 水 銀 0 .0 0 0 5 　 　 　  m g / 以 　 下 ＜ 0 .0 0 0 5
セ レ ン 0 .0 1 　 　 　 　 　 m g /  以 　 下 ＜ 0 .0 0 2

化学成分 規定値 引用規格 試験結果の例
酸化カルシウム　　　　 （CaOとして） 45.0%以下 JIS A 5011-1 36.1
全硫黄　　　　　　　　　　（Sとして） 2.0%以下 JIS A 5011-1 0.3
三酸化硫黄　　　　　　　（SO3として） 0.5%以下 JIS A 5011-3 ＜0.1
金属鉄　　　　　　　　　　（Feとして） 1.0%以下 JIS A 5011-2 0.2
塩化物　　　　　　　　　　（NaClとして 0.03%以下 JIS A 5011-3 0.0006
金属アルミニウムによる膨張率 2.0%以下 JSCE-F  522※ -1.6

項 目 規 定 値 試 験 方 法 試 験 結 果 の 例
絶 乾 密 度 2 .5g/以 上 J IS  A  1109 2 .8 9
吸 水 率 3.0%以 下 J IS  A  1109 0 .1 8
安 定 性 10%以 下 J IS  A  1122 0 .4
粒 形 判 定 実 績 率 53%以 上 J IS  A  5005 54 .7
微 粒 分 量 7.0%以 下 J IS  A  1103 3 .4
有 機 不 純 物 標 準 色 液 よ り 淡 い J IS  A  1105 淡 い
ｱ ﾙ ｶ ﾘ ｼ ﾘ ｶ 反 応 無 害 J IS  A  1145 (化 学 法 )

J IS  A  1146 (ﾓ ﾙ ﾀﾙ ﾊ ﾞｰ
法 )
J IS  A  1 804 (迅 速 法 ）
の い ず れ か に よ る

無 害

溶融ｽﾗｸﾞ利用ｺﾝｸﾘｰﾄは、東北地方

整備局のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝや JIS A 5031

に準拠した品質を保証します。 

エコピーシーの認定商品は 14 種類です。 

第 160110 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ 

第 160111 号ｴｺﾋﾟｰｼｰﾍﾞﾝﾁﾌﾘｭｰﾑ(本体･蓋)

第 160112 号ｴｺﾋﾟｰｼｰﾍﾞﾝﾁﾎﾞｯｸｽ

第 160113 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ水路(本体･蓋) 

第 160114 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ落ちふた式 U形側溝(本体･蓋)

第 160115 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ VS 側溝

第 160116 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ暗渠型側溝 

第 160117 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ MX ﾄﾞﾚｰﾝ

第 160118 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ排水ﾌﾘｭｰﾑ

第 170301 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ MU ﾄﾞﾚｰﾝ(本体･蓋)

第 160119 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ大型ﾌﾘｭｰﾑ 

第 170302 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ VS 基礎版

第 170303 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ CF 

ｴｺﾋﾟｰｼｰは、秋田市総合環境ｾﾝﾀｰ溶融施設で生産される溶融ｽﾗｸﾞを使

用しています。溶融ｽﾗｸﾞの混入率は、細骨材の質量比 30%です。 
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溶融スラグ 30%

エコピーシーは溶融スラグを 
使用したコンクリート製品です 

材齢14日におけるコンクリートの圧縮強度試験結果の例
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（N/） 製品には、認定マークの他
にリサイクル材料の材料
名と混入率を示したリサ
イクルマークが表示され
ます。 

凍結融解サイクル数と質量減少率および相対動弾性係数の関係
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混入率　0% 混入率　30%

混入率　50% 混入率　70%

凍結融解試験でも通常の 
ｺﾝｸﾘｰﾄと同等の耐久性を

示しています。

第 221414 号ｴｺﾋﾟｰｼｰ MV ﾄﾞﾚｰﾝ
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